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FOUNDER S ’  M E S SAGE

なんという5年だったのでしょう。
2017年、初めてウェイウェイのスピーチを聴きすぐに連絡
先を探しメールをしましたが、その直後にロヒンギャ大量
虐殺で100万人が難民に。しばらくして連絡がとれ、結果
ウェイウェイは翌年のインパクトヒーローとなりました。

2019年、活動を持続可能にするための資金調達や財政戦略
支援を開始。ロヒンギャを含む少数民族とビルマ人が民主
主義や平和構築について共に学び、インクルーシブな未来
を創るための若者教育支援をしていました。

そんな中、2021年2月に起こったミャンマーのクーデター。
インクルーシブな未来どころか、ある日突然、ミャンマー
国民全員の人権や自由が奪われてしまったのです。

今のウクライナ情勢同様、問題が大きすぎて、一般人
にできることが非常に限られる中、ウェイウェイには
できることが、あげられる声が、影響力を持つネット
ワークがありました。そんな彼女の力を最大限活かせ
るよう、私たちもすぐに動きました。そして必要な支
援を皆さまと一緒に届け、情勢が少しずつ動いていく
のを側で見れたことは、非常に貴重な体験でした。

ただ重要な国連会議でスピーチしたって、各国の閣僚
に情報提供したって、報酬はありません。だから継続
的な支援が必要なのです。

アドボカシーは結果を出すまで時には何十年もかかり、
膨大な忍耐力と熱量を要します。普段はお化粧や

マニキュアが大好きな少女のようだけど、議論やスピー
チの場では肝が据わり、政治的で繊細なマターも冷静沈
着に論理的に捌いていくウェイウェイ。その様子は勇敢
な戦士のようです。

そんな彼女を、皆さまと一緒に支援できたことを、心か
ら誇りに、そしてありがたく思います。そして今、ウェ
イウェイにも、溢れる感謝の気持ちでいっぱいです。

ご支援くださった皆様、本当にありがとうございました。そし
てどうか、彼女の活動を見守り続け、応援し続けてあげ
てくださいませ。よろしくお願いいたします。

一般社団法人Earth Company 代表理事 濱川 明日香
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OUR  SUPPORT

445名の皆さまから

1,353万円のご寄付を賜り、
①ヤンゴン・ユース・リーダーシップ
・センターの運営費
②ミャンマー軍事クーデター下の
アドボカシー活動費
③新団体設立サポート

の支援を提供できました。
心から、御礼を申し上げます。

3年間でEarth Companyが行った支援
ヤンゴン・ユース・リーダ
ーシップ・センター運営費 528万円

ミャンマークーデター下の
アドボカシー活動費 691万円

新団体設立サポート（マー
ケティング＆コピーライテ
ィング支援）

64万円

他支援活動費 87万円

ヤンゴン・ユース・リーダーシップ・センター（YYLC)では、ミャン
マーの学生、活動家、少数民族のリーダーたちが、民族や宗教の垣根
を超えて民主主義や平和について学ぶプログラムを提供。助成金が途
切れ運営存続の危機にあったYYLCの支援のため、2019年6月からク
ラウドファンディングを実施し、96名から213万円のご寄付を賜りま
した。これも含めYYLC運営支援として送金したのは合計528万円。
クーデター後は活動中止を余儀なくされましたが、YYLCの卒業生た
ちは、ミャンマー民主化政府の閣僚となった活動家を含め、今も民主
化運動を牽引する多くの若手リーダーを輩出しています。

①ヤンゴン・ユース・リーダーシップ・センター
運営支援
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ウェイウェイは2012年にWomen’s Peace Networkを設立し、主に海外
からの助成金で活動を行ってきましたが、代表のウェイウェイが安全上
の理由で米国に拠点を移したことで助成金の対象基準から外れ、持続的
な活動資金の調達は常に大きな課題でした。この状況を踏まえ、資金調
達の可能性を広げる米国でのNPO登録を目指し、その準備を支援してき
ました。2020年7月にはオンライン・ブートキャンプを行い、団体のビ
ジョン・ミッションの言語化や、事業の位置づけを整理。また、新団体
のロゴ制作などブランディングのサポートも提供しました。

③米国での新団体設立支援

2021年2月に発生したミャンマー軍事クーデター。その直後の2021年3
月 から4月にウェイウェイのアドボカシー活動支援のためのクラウドフ
ァンディングを実施し、317名から367.5万円のご寄付を賜りました。
企業寄付と合わせ最終的に690万円の寄付を送金。これによりウェイウ
ェイは、ミャンマー国内及び国際的なネットワークを駆使し、国連や各
国要人へのアドボカシー活動や世界の主要メディアを通した情報発信を
絶え間なく続けることができました。同時に、ミャンマー国内で抗議運
動に参加する若者に向けて、SNSを通したアドバイスやサポートを提供
し、国外から民主化運動を支えています。

②ミャンマー軍事クーデター下の
アドボカシー活動支援
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バリ島キックオフ・
ミーティング

クラウドファンディング
YYLCの運営費４か月分
を支援するためのクラウ
ドファンディングを実施
し、213万円のご寄付が
集まりました。

来日中の活動の一つとして、日本記
者クラブでロヒンギャ問題について
の会見を行い、Yahoo!ニューストッ
プに掲載されるなど複数メディアに
記事が掲載されました。

日本記者クラブでの会見

ミャンマーに住むことが安全
ではないウェイウェイにとっ
て、今後の拠点、事業形態、
必要な財政基盤についての議
論を重ね、戦略を策定。

2021
.12

IMPACT  HERO  2019
OUR  3 YEARS  TOGETHER  

2019
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2019
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2019
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事業開発＆組織運営支援＠タイ

2020
.2-

米国での新団体設立に向け
て、ミッション・ビジョン
を検討するブートキャンプ
の実施や、ロゴ制作やブラ
ンディングの支援を開始。

マーケティング支援

2021
.2-

クーデター発生を受けて、アド
ボカシー活動支援のファンドレ
イジングを実施。クラウドファ
ンディングと企業寄付を合わせ
て690万円を送金。

ミャンマー緊急支援
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国際社会へのアドボカシー活動

ウェイウェイの3年間のアドボカシー活動サマリー

アドボカシー活動として提言書の作成やキャンペ
ーンなどが挙げられますが、実はそれ以外に表に
は出ていない多くの重要な活動があります。ウェ
イウェイも日々、国際機関や欧米政府の政策立案
者に対して、ミャンマー情勢改善のための情報提
供や意見交換などの地道な働きかけに時間を費や
していますが、その働きが実ったのが、2022年3
月の米国政府によるロヒンギャ迫害のジェノサイ
ド（大量虐殺）認定。ウェイウェイと活動家仲間
たちが協力して、バイデン米大統領やオバマ元大
統領に書簡を送るなどのロビー活動を行ったこと
で実現した大きな一歩です。

メディア掲載

クーデター後は拠点とするアメリカか
ら、20カ国以上のメディア・イベント
に登壇し、ミャンマーの現状や国際社
会によるアクションを訴えました。ま
た、著名な外交誌に掲載されたコラム
は、各国の政府高官や著名な人権活動
家を通して広くシェアされました。

記事の本数
執筆・引用含む 41本

掲載されたメディアの一部

国際的な受賞歴

・コペンハーゲン・デモクラシー・サミット
2021

・国際信教の自由サミット 2021
ユース・リーダー賞
・アテネ市デモクラシー・アワード 2021
・DVFアワード2021 

この3年間でウェイウェイの人権活動家としての
活動は国際的にも高く評価され、多くの賞を受
賞しました。
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若者のエンパワメントと民主化運動

ウェイウェイの3年間の草の根活動サマリー

若者たちに人権や民主主義、平和構築について
学ぶ機会を提供する唯一の教育機関として、設
立以来多くの次世代リーダーたちを輩出してき
たYYLC。2020年のパンデミック以降はオンラ
イン配信に切り替え、ミャンマー国内のみなら
ず国外のロヒンギャ難民の若者を含むさらに広
い層にリーチし、現在の民主化運動を支えてい
ます。

TIME誌にも選出！

ウェイウェイのSNS
フォロワー数：
Twitter: 

52,000人
Facebook: 

110,000人

2021年米TIME誌「最も影響力のある 100人」に選出された女
性活動家 Ei Thinzar Maungさんは、なんとYYLCの卒業生！少
数民族シャン族出身で、学生時代にYYLCの市民・政治教育プ
ログラムで民主主義や平和構築について学んだEiさんは、ク
ーデター発生直後から抗議活動に参加。民主派政権が立ち上
げた国民統合政府 (NUG)では、史上最年少で副大臣に就任
し、少数民族・女性・若者の代弁者として活躍しています！

クーデター発生後、YYLC
のプログラム自体は中止を
余儀なくされていますが、
ウェイウェイのSNSアカウ
ントのフォロワー数は10
倍以上に増加。ロヒンギャ
出身の若き女性リーダーと
して、SNSプラットフォー
ムで民主化運動に関わる若
者たちをサポートし、彼ら
のロールモデルとしてその
影響力を広げています。
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MES SAGE  F ROM  WA I  WA I この3年間、私たちの活動、ミャンマーの仲間たちを支えてくださった日本

の皆さま、そしてEarth Companyチームに、改めて心から感謝の気持ちを

伝えたいと思います。

今実感しているのは、新しい社会づくりのために、若者たちの可能性を信

じて始めた活動は間違っていなかった、ということです。偏見や差別意識

を持っていた若者たちが、経験や学びを通して新しい価値観に触れること

で変わっていく様子を見て、私自身もエンパワーされ、より自信を得られ

ています。

国際社会を動かすことは決して簡単ではありません。私たちが目指す未来

を実現するためには、それが理想論だと決めつけず、今できることを全力

でやり続け、前進が小さくとも決して諦めない忍耐力を要します。それで

も、辛抱強く声を上げ続けることで、いつか必ず変化に繋がる、というこ

とは、皆さまのご支援で活動を継続することができたからこそ実感できた

ことでした。本当に、ありがとうございました。

未だに厳しい状況にあるミャンマーの人びとをどうか忘れることなく、こ

れからも関心を持ち続け、見守っていただけますと幸いです。

Wai Wai Nu
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これからのチャレンジ
ミャンマーでの軍事クーデター以降、ウェイウェイの活動は
急速に進化しています。ロヒンギャ出身の人権・平和活動家
として、国際社会でもウェイウェイの影響力は大きくなり、
活躍の場も広がっています。ミャンマー情勢が未だ不安定な
中で、米国で家族や友人・仲間たちを支えながら、タイムリ
ーな対応を要求されるアドボカシー活動を日々こなしている
ウェイウェイが抱える責任は、一人で抱えるには大きすぎま
す。

一方で、世界情勢は大きく変化し、あれほどニュースになっ
たミャンマーの状況について見聞きする機会も、最近ではほ
とんどなくなってしまいました。軍政下で苦しむミャンマー
の人びとの状況は、改善するどころか悪化しているというの
に。

安定的な資金獲得が常に課題としてあるなかで、必要なアド
ボカシー活動を続けていくためには、ウェイウェイと彼女の
チームにも、継続的な支援が必要です。彼女たちの活動の成
果は、すぐに目に見えるものではありませんが、途切れず続
けていくことが重要で、今後も応援・ご支援いただけますよ
う、お願いいたします。

Earth Company チーム

How to support Wai Wai
今後の支援方法

①ウェイウェイとWomen’s Peace Networkの
活動をSNSでフォローする

②寄付をする

ウェイウェイ（ビルマ語・英語）
waiwainu
waiwainu
waiwainu

Women’s Peace Network（ビルマ語・英語）
WomensPeaceNW
WPNmyanmar
womenspeacenetwork

難民キャンプの女性支援のための
クラウドファンディング（英語）
https://helprohingya.raisely.com/
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